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資料27医学教育に関する文献目録〈1994～1997年度〉

1994年

　1）友吉唯夫：日本の医学教育におけるsexologyの現

　　　状と将来の展望．セクシャルサイ1994，4：3－6

　2）Simon　HJ：医学教育に関する国際的なパートナー

　　　シップ　横浜市立大学医学部とカリフォルニア大学

　　　サンディエゴ校との間の交流プログラム．｝ノoんo－

　　　hama　Med　Bu〃　1994，　45：37－43

　3）Savoia　M　C：アメリカの医学教育　挑戦と変革．

　　　Yofeohama　Med　Bu〃　1994，　45：29－35

　4）Hori　M：日本の医科大学が直面している医学教育

　　　の改革　筑波大学での20年間の経験について．Yo－

　　　kohama　Med　Bull　1994，　45：19－20

　5）Ojima　A：医学教育の改善　日本における歴史と背

　　　景．Yokohama　Med　Bu〃1994，45：16－18

　6）平野　武：医学教育における哲学の在り方　法学者

　　　の立場から．医哲学医倫理1994，12：125－131

　7）平山正実：医学教育における哲学の在り方　医師の

　　　立場から．医哲学医倫理1994，12：118－124

　8）岡本天晴：医学教育における哲学の在り方　哲学者

　　　の立場から（2）．医哲学医倫理1994，12：111－117

　9）岡田雅勝：医学教育における哲学の在り方　哲学者

　　　の立場から（1）．医哲学医倫理1994，12：106－110

　10）坂岸良克：医学教育における検査医学教育のあり

　　　方．Lab　Clin　Pract　1994，12：159－165

1995年

　1）真鍋俊明，八木英俊：アメリカにおけるハイテク技

　　　術導入による医学教育と病理業務の変革　II．ベ

　　　ス・イズラエル病院とニューヨーク大学付属病院の

　　　実情．川崎医学会誌1995，21：315－322

　2）真鍋俊明，八木英俊：アメリカにおけるハイテク技

　　　術導入による医学教育と病理業務の変革　1．ジョ

　　　ージタウン大学医学部の実情．川崎医学会誌1995，

　　　21：309－313

　3）大滝純司：コミュニケーション上手な医師になる

　　　模擬患者（SP）によるコミュニケーション教育の有

　　　用性．∬〃1995，5：812－817

　4）近藤　均：メディカルヒューマニティーズ教育の充

　　　実を模索して　哲学・史学・文学統合教育への試案．

　　　医哲学医倫理1995，13：52－60

　5）植村研一：新しい臨床医学教育．新潟医学会雑誌

　　　1995，　109：209－215

　6）浅井　篤：臨床医学倫理学教育　米国からの報告．

　　日内会誌1995，84：1344－1349

7）浅井　篤：臨床医学倫理学教育　米国からの報告．

　　日本内科学会雑誌1995，84：1344－1349

8）坂井哲博，橋本禎夫，小谷直樹・他：麻酔科領域にお

　　ける画像診断　医学教育への応用．麻酔1995，44：

　　133－136

9）中野重行，中村紘一，小手川勤・他：医学教育の中に

　　「臨床薬理学」をどのように組み込むか？　治験と

　　Informed　Consent．臨床薬理1995，26：459－460

10）葛西龍樹，津田　司：インフォームドコンセント

　　医学教育・患者教育の課題．からだの科学1995，

　　181：82－86

11）永田勝太郎：医学教育のこれから　態度教育とコミ

　　ュニケーション・スキル　バリント方式による全人

　　的医療教育．Pharma　Med　1995，13：67－71

12）平山正実：医学教育のこれから　死別体験者への精

　　神的ケア．Pharma　Med　1995，13：53－57

13）松村豪一：医学教育のこれから　変革を生ませる教

　　育プログラムの開発　ワークショップ形式の基礎医

　　学授業．Pharma　Med　1995，13：35－41

14）中村健一：地域指向の医学教育を　WHO西太平洋

　　地域医学教育ワークショップに出席して．日本公衆

　　衛生雑誌1994，41：1117－1121

15）岩崎　栄：医学教育のこれから　卒直後の臨床研修

　　教育について　医師の質を高める卒後研修．Pharma

　　ル1ed　1995，　13：87－91

16）伴信太郎：医学教育のこれから　Clinical　Clerk－

　　shipとしての臨床実習．　Pharma　Med　1995，13：79

　　－85

17）藤崎和彦：医学教育のこれから　模擬患者による面

　　接技法教育．Pha　rma　Med　l995，13：73－78

18）土屋　滋，戸村成男・他：医学教育のこれから　医学

　　生にとっての看護実習の意義．Pharma　Med　1995，

　　13：59－65

19）大林雅之：医学教育のこれから　バイオエシックス

　　教育のあり方．Pharma　Med　1995，13：49－52

20）日紫喜光良：医学教育のこれから　医学におけるコ

　　ンピューター利用学習（CAI）の将来．　Pharmaル1ed

　　1995，　13：43－47

21）華表宏有：医学教育のこれから　セミナー方式によ

　　る授業とその評価．Pharma　Med　1995，13：29－34

22）太田富雄：医学教育のこれから　医学教育の根本的

　　改革　痛みの分かる医師養成．Pharma　Med　1995，
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　　13：25－28

23）十屋健三郎：医学教育のこれから　哲学する医師の

　　養成．Pharma　Med　1995，13：19－23

24）吉岡守正：医学教育のこれから　医学教育の抜本的

　　改革5年目の内省．Pharma　Med　1995，13：13－17

25）久保千春：特集：21世紀へ向けての心身医療　医

　　学教育における心身医学の役割．心身医療1995，7：

　　51－54

1996年

　　1）多田　功，伊藤　亮，長谷川恭子・他：開発途上国

　　　の疾病対策に貢献できる医学教育のあり方　（長崎

　　　大学熱帯医学研究所S）．長崎大学熱帯医学研究所

　　　共同研究報告集1996，1996：87－90

　　2）庄司進一：シミュレーションを加えたロールプレ

　　　イ型授業からテユートリアル“臨床人間学”へ．臨

　　　床神経学1996，36：1343－1344

　　3）宮石　智：ハンブルク大学における法医学教育に

　　　ついて．法医学の実際と研究1996，39：335－340

　　4）田中文彦：医学部教育に求められるもの　臨床能

　　　力，科学知識，リーダーシップ．帝京医学雑誌1996，

　　　19：459－472

　　5）上畑鉄之丞：医師の卒後公衆衛生教育　国立公衆

　　　衛生院の医師の卒後教育　過去，現在と将来．公衛

　　　研1996，45：280－288

　　6）正林督章：医師の卒後公衆衛生教育　諸外国の

　　　School　of　Public　Health教育の現状．公衛研1996，

　　　45：276－279

　　7）櫃本真一：医師の卒後公衆衛生教育　行政現場か

　　　ら見た公衆衛生医教育．公衛研1996，45：270－275

　　8）大原啓志：医師の卒後公衆衛生教育　公衆衛生教

　　　育従事者からみた保健所医師教育　卒前教育の現

　　　状をふまえて．公衛研1996，45：264－269

　　9）中原俊隆，望月友美子，石井敏弘：医師の卒後公衆

　　　衛生教育　保健所長としての医師の教育・研修．公

　　　衛研1996，45：260－263

　10）高原亮治：医師の卒後公衆衛生教育　公衆衛生に

　　　おける卒後教育研修体系．公衛研1996，45：252－

　　　259

　11）青山英康：医師の卒後公衆衛生教育　大学での卒

　　　後公衆衛生教育　公衆衛生連合大学院構想の経過．

　　　公衛研1996，45：246－251

　12）西田茂樹，揚松龍治，佐々木健・他：医師の卒後公

　　　衆衛生教育　公衆衛生医の卒後教育研修の現状．公

　　　衛研1996，45：240－245

　13）吉村　学，藤田直久，羽渕義純：医学部の学生教育

　　　京都府立医科大学における臨床検査医学教育．Lab
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　　Clin　1）ract　1996，13：146－149

14）岡部紘明：医学部の学生教育．Lab　Clin　Pract

　　1996，　13：142－145

15）青木照明：21世紀へ向けての外科　卒後臨床研修

　　と外科．外科診療1996，38：1405－1410

16）松瀬　健：大学における老年医学教育のあり方に

　　関する研究　大学における老年医学教育のあり方

　　に関する研究（わが国と英国をはじめとする諸外国

　　の老年卒前医学教育のアンケート調査による比較

　　検討）（厚生省S）．長寿科学総合研究1996，1995：

　　166－170

17）袴田康弘，北　　徹，小沢利男・他：大学における

　　老年医学教育のあり方に関する研究　大学におけ

　　る老年医学教育に関する研究　医学部学生の老年

　　学・老年医学についての意識調査に関する研究　第

　　2報（厚生省S）．長寿科学総合研究1996，1995：

　　155－161

18）袴田康弘，若月芳雄，小沢利男・他：大学における

　　老年医学教育のあり方に関する研究　大学におけ

　　る老年医学教育に関する研究，III－1医学部学生の

　　老年学・老年医学についての意識調査に関する研究

　　第1報（厚生省S）．長寿科学総合研究1996，

　　1995：149－154

19）蟹沢成好：大学における老年医学教育のあり方に

　　関する研究　老年病理学の教育の現状について

　　（厚生省S）．長寿科学総合研究1996，1995：145－

　　148

20）林潤一：大学における老年医学教育のあり方に

　　関する研究　老年医学教育について老年医学講座

　　担当教授の現状認識と将来展望　（厚生省S）．長寿

　　科学総合研究1996，1995：162－165

21）深沢俊男：大学における老年医学教育のあり方に

　　関する研究　大学における老年医学教育の日米の

　　比較　（厚生省S）．長寿科学総合研究1996，1995：

　　141－144

22）山本和儀：精神障害に対する態度・偏見と文化　精

　　神障害に対する医学生の態度の形成　医学教育の

　　場における国際比較．日本社会精神医学会雑誌

　　1996，5：129－135

23）泉　信夫：卒後教育　診療記録の書き方（II）．小児

　　科1996，37：1517－1521

24）北澤　実，金子義郎，白鳥倫治：自作ソフトを中心

　　としたパーソナルコンピュータの臨床実習への応

　　用　コンピュータの臨床実習への応用とその反応．

　　日大医誌1996，55：621－626

25）小野　繁：医学教育に思う．岩手医誌1996，48：

　　531－541
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26）真鍋俊明：現代アメリカ病理事情　7　アメリカ

　　の医学と医学教育の歴史．病理と臨床1996，14：

　　1325－1326

27）蟹沢成好，入来正躬，小沢利男・他：大学における

　　老年医学教育の在り方に関する研究　病理学教育

　　における老化・老年医学教育の現状と将来展望．日

　　老医会誌1996，33：686－691

28）宮石　智：ハンブルク大学における法医学教育に

　　ついて．法医の実際と研1996，39：335－340

29）蟹沢成好，入来正み，小沢利男・他：大学における

　　老年医学教育の在り方に関する研究　病理学教育

　　における老化・老年医学教育の現状と将来展望．日

　　本老年医学会雑誌1996，33：686－691

30）神津忠彦：問題解決型学習とテユートリアル．日歯

　　医教会誌1996，12：18－23

31）尾島昭次：医師卒後臨床研修の問題点．日歯医教会

　　誌1996，12：12－17

32）真鍋俊明，八木英俊：アメリカにおけるハイテク技

　　術導入による医学教育と病理業務の変革　ベス・イ

　　ズラエル病院とニューヨーク大学付属病院の実情．

　　川崎医会誌1996，21：315－322

33）真鍋俊明，八木英俊：アメリカにおけるハイテク技

　　術導入による医学教育と病理業務の変革　ジョー

　　ジタウン大学医学部の実情．川崎医会誌1996，21：

　　309－313

34）竹之内直人，安部愛子，村井ヨリコ・他：医学教育

　　に果たす保健所の役割に関する研究．四国公衆衛生

　　学会雑誌1996，41：94－97

35）松瀬　健，福地義之助，袴田康弘・他：大学におけ

　　る老年医学教育のありかたに関する研究卒前老年

　　医学教育の国際比較文献的検討．日本老年医学会雑

　　誌1996，　33：540－546

36）小川秀道：心肺蘇生法教育　旭川医科大学におけ

　　る蘇生学の教育．蘇生1996，14：144－146

37）袴田康弘，若月芳雄，小沢利男・他：大学における

　　老年医学教育に関する研究　医学部学生の老年

　　学・老年医学についての意識調査に関する研究（第

　　2報）．日本老年医学会雑誌1996，33：452－459

38）袴田康弘，若月芳雄，小沢利男・他：大学における

　　老年医学教育に関する研究医学部学生の老年学・老

　　年医学についての意識調査に関する研究（第1報）．

　　日本老年医学会雑誌1996，33：444－451

39）田中文彦：医学部教育に求められるもの　臨床能

　　力，科学知識，リーダーシップ．帝京医誌1996，19：

　　459－472

40）松瀬　健，福地義之助，小沢利男・他：大学におけ

　　る老年医学教育のありかたに関する研究　卒前老

　　年医学教育の国際比較文献的検討．日老医会誌

　　1996，　33：540－546

41）中野次郎：米国における内科研修医教育制度につ

　　いて（2）．いずみ1996，43：16－19

42）林潤一，入来正躬，秦葭哉・他：大学における

　　老年医学教育のあり方に関する研究　老年学・老年

　　医学講座の担当教官の老年学・老年医学教育につい

　　ての意識調査．日老医会誌1996，33：384－392

43）小澤利男，入来正躬，深沢俊男・他：大学における

　　老年医学教育のあり方に関する研究　大学におけ

　　る老年医学教育の現状と将来展望．日老医会誌

　　1996，　33：378－383

44）Usta　A，　Oensel　V，　Dergin　C：医学教育のための人

　　工骨模型製作の新法．Okaゾimas　Fo　lia　Anat功η

　　1996，　73：143－144

45）近藤功行：医療系の学生教育における終末期ケア

　　地域調査を通して学生に伝えること．旭川荘研究年

　　報1996，27：28－33

46）三輪　剛：内視鏡医の教育　日本消化器内視鏡学

　　会の卒後教育事業とその将来．日医師会誌1996，

　　116：37－39

47）綿貫勤・他：医学教育をめぐって．医と医療

　　1996，　353：1－8

48）篠塚雅也：研修医のメンタル・ヘルス．IIM　l996，

　　6：608－609

49）青野　允，小田切徹太郎，勝屋弘忠・他：心肺蘇生

　　法教育に関する実態調査報告．麻酔1996，45：774

　　－781

50）戸田芳雄：心肺蘇生法教育に関する文部省の施策．

　　蘇生1996，14：56－58

51）桜井　勇：医学校の入学者選抜　どのような学生

　　を選抜すべきか．教と医1996，44：521－529

52）齋藤基一郎，藤田華奈子，時山響子：医療専門職の

　　総合教育システムの研究　医療教育，殊に人体解剖

　　学におけるマルチメディアの利用．医療とコンピュ

　　ータ1996，7：539－545

53）丸山孝一：こんな医師を望む　期待する医師像

　　医学教育に期待するもの　文化人類学の立場から．

　　教と医1996，44：492－498

54）高林克日己：内科系卒後臨床研修の方向．ノIM

　　1996，6：650－651

55）高木　誠：卒後臨床研修へのアドバイス　総合診

　　療を指向する　卒後臨床研修アンケート結果．IIM

　　1996，6：632－633

56）藤沼康樹：卒後臨床研修へのアドバイス　臨終の

　　立ち会い方．∬〃1996，6：617－618

57）山崎俊司：卒後臨床研修へのアドバイス　文献検
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　　索のしかた　インターネット，コンピュータの技

　　法．ノIM　l　996，6：616－617

58）川越正平：卒後臨床研修へのアドバイス　他科コ

　　ンサルテーションのしかた．ノIMl996，6：615

59）浅井登美彦：卒後臨床研修へのアドバイス　医療

　　紛争に巻き込まれないために．ノIM　1996，6：613－

　　614

60）神谷到留：卒後臨床研修へのアドバイス　症例プ

　　レゼンテーションのしかた．IIM　I996，6：612－613

61）林　純：卒後臨床研修へのアドバイス患者さ

　　んに対する接し方．IIM　l996，6：611

62）岩井くに：卒後臨床研修へのアドバイス　コメデ

　　ィカルとの接し方．∬〃1996，6：610

63）川田諭一：卒後臨床研修へのアドバイス　総合診

　　療を指向する　研修医のアルバイト　問題点と改

　　善点．IIM　l996，6：607－608
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